
令 和 ２ 年 度 前 期 選 抜 学 力 検 査

数 学 （ 1 0時～10時 45分，45分間）

問 題 用 紙

注 意

１．「開始」の合図があるまで開いてはいけません。

２．答えは，すべて解答用紙に書きなさい。

３．問題は， から までで， 6 ページにわたって印刷してあります。

４．「開始」の合図で，解答用紙の決められた欄に受検番号を書きなさい。

５．問題を読むとき，声を出してはいけません。

６．「終了」の合図で，すぐに筆記用具を置きなさい。
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あとの各問いに答えなさい。（18点）

⑴ (－ 3 )
2
＋ 2 ×(－ 5 ) を計算しなさい。

4 x － 3 6 x － 7
⑵ － を計算しなさい。

2 5

⑶ (－ 4 x y )
2
× (－ 3 x ) を計算しなさい。

4 x － 3 y ＝ － 7
⑷ 連立方程式 を解きなさい。

5 x ＋ 9 y ＝ －13

6
⑸ 5 ＋ 2 － を計算しなさい。

⑹ 二次方程式 ( x ＋ 4 )( x － 6 ) ＝ 6 x －39 を解きなさい。
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⑺ 関数 y ＝ a x 2 について， xの値が－ 5 から－ 3まで増加したときの変化の割合が 2 であ

るとき， aの値を求めなさい。

⑻ 底面の半径が 5㎝，高さが 6 ㎝の円すいの体積を求めなさい。

ただし，円周率はπとする。

⑼ 次の図のように，三角形ＡＢＣの∠Ｂの二等分線と∠Ｃの外角∠ＡＣＤの二等分線の交点を

Ｅとする。∠ＢＡＣの大きさが40°のとき，∠ＢＥＣの大きさを求めなさい。

⑽ 次の図で，∠ＡＰＢ＝120°のひし形ＡＱＢＰを 1 つ，定規とコンパスを用いて作図しなさ

い。

なお，作図に用いた線は消さずに残しておきなさい。
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次のページへ→
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あとの各問いに答えなさい。（ 8 点）

⑴ 右の表は，ある中学校の 1 年生29人の単元テストの点

数を度数分布表に整理したものである。

このとき，次の各問いに答えなさい。

① 最頻値を求めなさい。

② 中央値が含まれる階級と最頻値が含まれる階級が異

なるとき， (ｱ) にあてはまる数をすべて求めなさい。

⑵ 次の図のように， 1， 2 ， 3 ， 4 ， 5 ， 6 の数字を 1 つずつ記入した 6枚のカードがある。

このカードをよくきって 1 枚取り出したあと，カードを戻し，もう一度よくきって 1 枚取り出

す。 1 回目に取り出したカードの数字を x座標， 2 回目に取り出したカードの数字を y座標と

した点をＰとするとき，次の各問いに答えなさい。

① 点Ｐが関数 y＝ x のグラフ上にある確率を求めなさい。

8
② 点Ｐが関数 y＝ のグラフ上にある確率を求めなさい。x

a 1
③ 点Ｐが関数 y＝ のグラフ上にある確率が になる aの値をすべて求めなさい。x 9

2

１ ２ ３ ４ ５ ６

階級(点) 度数(人)

以上 未満

0 ～ 2 (ｱ)

2 ～ 4 2

4 ～ 6 3

6 ～ 8 8

8 ～ 10 (ｲ)

10 ～ 12 5

12 ～ 14 4

計 29
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あとの各問いに答えなさい。（ 5 点）

⑴ 右の図のように，線分ＡＢを直径とする円を底面と

し，点Ｃを頂点とする円すいがある。この円すいの母

線ＣＡ上にＣＤ＝ＤＥ＝ＥＡとなる点Ｄ，Ｅをとり， Ｌ

この円すいの底面と平行で点Ｄ，Ｅを通る平面をそれ

ぞれ平面Ｌ，平面Ｍとする。平面Ｌと平面Ｍで分けら Ｍ

れた円すいの 3つの部分を頂点に近い方からＰ，Ｑ，

Ｒとする。Ｑの体積が 28 ㎝3のとき，Ｒの体積を求め

なさい。

⑵ Ａさんが，二次方程式 3( x 2－ 8 )＝( x －8)( x ＋ 3 ) を下の【手順】で解いたところ，

【手順】の式の変形の中に，正しくないものがあった。

このとき，次の各問いに答えなさい。

【手順】

3 ( x 2－ 8 )＝( x － 8 )( x ＋ 3 )・・・(ⅰ)

3 x 2－24＝ x 2－5 x －24 ・・・(ⅱ)

2 x 2＋5 x＝ 0 ・・・(ⅲ)

2 x ＋5＝ 0 ・・・(ⅳ)
5

x ＝－ ・・・(ⅴ)
2

① 式の変形として正しくないものはどれか，次のア～エから最も適切なものを 1 つ選び，そ

の記号を書きなさい。

ア．(ⅰ)から(ⅱ)への変形

イ．(ⅱ)から(ⅲ)への変形

ウ．(ⅲ)から(ⅳ)への変形

エ．(ⅳ)から(ⅴ)への変形

② ①で選んだ式の変形が正しくない理由を書きなさい。

4
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次の図のように，△ＡＢＣがあり，辺ＢＣ上にＢＤ：ＤＣ＝ 1 ： 2 となる点Ｄをとり，線分

ＡＤの中点をＥ，辺ＡＣの中点をＦとする。点Ｆを通り，線分ＡＤと平行な直線をひき，辺ＢＣ

との交点をＧとする。直線ＢＥと辺ＡＣの交点をＨとする。

このとき，あとの各問いに答えなさい。（10点）

⑴ △ＢＤＥ≡△ＤＧＦであることを証明しなさい。

⑵ 線分ＢＥと線分ＥＨの長さの比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

⑶ △ＡＢＣと△ＤＧＦの面積の比を，最も簡単な整数の比で表しなさい。

⑷ 線分ＡＤ上に，△ＡＨＩの面積と△ＧＦＨの面積の和が，△ＤＧＩの面積の 3倍となるよう

に点Ｉをとる。また，線分ＦＧの長さを a㎝とする。このとき，線分ＡＩの長さを aを使っ

て表しなさい。

ただし，点Ｉは点Ｄと異なる点とする。

Ｇ

Ａ

Ｃ
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Ｄ

Ｆ

Ｈ

Ｂ

－おわり－


